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W60a ASTRO-H/HXT 搭載用反射鏡製作の現状
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我々の研究室では、次期X線天文衛星 ASTRO-H に搭載する硬X線望遠鏡 (HXT)の開発を行っている。この
HXT は反射鏡基板の厚さを薄くし、多数枚同心円に配置することで開口効率を向上させた多重薄板型光学系を
採用している。反射鏡の製作にはレプリカ法と呼ばれる製法を用いている。この製法ではガラス母型に反射膜を
成膜した後、アルミ基板と接着・離型して基板に反射膜を写し取ることで、ガラス母型の滑らかな表面形状を反
映した鏡面形状を持つ反射鏡ができる。
HXT には 1台あたり約 1300枚の反射鏡が必要であり、2010年 7月から本格的に搭載用反射鏡の大量生産を開

始した。7月から 11月中旬までに日産 3.3枚、合計約 300枚の反射鏡を製作した。現在は今年ドイツで新規購入し
たガラスチューブの評価を行っており、年明けには表面形状の良かったものから順次量産に投入していく予定で
ある。量産によって製作された反射鏡の品質を確認するため、大型放射光施設 SPring-8にて個々の反射鏡単体の
結像性能を測定した。ただし、測定時間の制限から今回は 82枚を選定して測定を行い、現在その評価中である。
本講演では ASTRO-H 硬X線望遠鏡 (HXT)の搭載用反射鏡製作の現状と、製作された反射鏡のX線特性評価

について報告する。


